
時のテ�レ�ビ�番組で，�「野生の王国」�「脅威の世界」�「素�

晴ら�し�き世界旅行」といった海外�ド�キュメンタリー�

があって，番組のテーマソン�グが流れると僕はテ�レ�

ビ�にか�じ�り付いて一瞬も目を離さな�かった。�

　上京�し�て日大芸術学部の放送学科�に入ったのも，�

ド�キュメンタリー番組のクル�ーになって世界中を見�

る為だった。�

　５年かかって卒業�し�た後，放送局に少�し�の間，席�

を置いたがやっぱり学校にも�社会にもひな形という�

か決められた仕組み，ルール�があってそれに自分が�

無理矢理押込められるのを嫌�って�ド�ロップアウ�ト�し�

て�し�まった。それからは定職�もなくありとあらゆる�

バイ�ト�を�し�て，少�し�でもお金ができたら海�外に出る�

というサバイバルな生活が30代半ばまで続いた。社�

会との接点を見つけられない�不安と，自分のオリジ�

ナルな生き方は自分で見つけ�てみせるというこだわ�

りのような気持ち，このまま�自分の人生は終わって�

し�まうのかも知れないという�焦りの中で見つけた宝�

石の原石のようなもの―それ�がツリーハウスだった。�

　それから20数年，今も社会�的なことや人付き合い�

は苦手だ�し�，手先が器用なわけでも�ないけれど，子�

供のころからずっと大切に大�切に両手の中で温め育�

ててきた目には見えないもの�，その目には見えない�

ものを信�じ�て生きている木の上に登�り，梢を渡る優�

し�い風を感�じ�，沈む夕日を見つめてツリー�ハウスを�

デザイン�し�ていく。図面はない。�

　ツリーハウスは僕に取って�唯一自分自身を表現す�

ることのできるツールだから�。�

　伊豆の稲取という海と�山に囲まれた小さな農業と�

漁業と温泉街の町で育ち�，父親は中学で理数科の教�

員，母親は小学校の養護�教員で，小学生の時は保健�

室にさぼりに行くとそこ�に母親がいて，中学校に入�

ると担任でこそなかった�ものの，悪さを�し�て職員室�

に呼び出されるとそこで�父親と会って�し�まうという，�

かなり特殊な義務教育時�代を過ご�し�た。団体行動が�

嫌いで，修学旅行や運動�会のような自分の意志で自�

由に動けないことが憂鬱�で�し�かたがなかった。�

　そんな僕が自分を解放�出来るのは放課後だった。�

学校が終わって家に帰る�までは何にも縛られないで�

いられる最高の時間。自�然は飽きることのないフィ�

ール�ド�。山に行って木に登り，�伊豆七島を眺めたり，�

木の実を食べたり，岩場�の海に潜って貝を採ったり�，�

釣りを�し�たり真っ暗になるまで遊んだ�。誰にも言わ�

れたり押�し�付けられたりせずに，遊び�方も自由に自�

分で発明出来た。そ�し�て，どう�し�て毎日遊んでいち�

ゃいけないんだろう，な�んで学校なんて行かなくち�

ゃいけないんだろうって�考えた。自分を束縛する全�

てのものから解放された�い！僕の心の深いところに�

そんな想いが芽生えて少�し�ずつ大きくなっていった�。�

　高校は親の希望もあっ�て下田の進学校に通った。�

あいかわらず勉強には興�味がなかったが，下田は魅�

力的だった。開港�し�た港町だったので西洋の�文化の�

香りが�し�て，明治維新の頃の歴史や人�物を調べて行�

くうちに海の向こうに広�がっている世界を想像�し�て�

興奮�し�た。世界を見たい！狭い�日本の価値観に捕わ�

れない自由な世界に出て�みたいと強烈に思った。当�

コバヤシ　�タカシ�
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1．は�じ�めに�

　100年前に予言された技術の進歩が，�新幹線�

や携帯電話などの形と�し�て次々に実現されて�

人々の生活は便利になった。�し�か�し�，そのこ�

とで幸せになったとは言い切れない現実があ�

る。その大きな要因は，技術の進歩と表裏一�

体の負の効果にある。�

　2011年３月11日の東日本大震災とそれに伴�

う津波による原子力発電所の被害は甚大であ�

った。大震災と原発被害からの復興は，これ�

から数十年にわたり日本が背負わなければな�

らない極めて大きな課題である。大震災以後，�

原発のあり方を含め今後の日本の進むべき方�

向について多くの人が意見を述べているが，�

おおよそは，�「経済成長にはエネルギー確保が�

必要であり，短期的には原発が必要である。�

過剰な消費生活を慎み，電力消費を抑え，そ�

の間により安全で環境負荷の少ない自然エネ�

ルギー開発を行い，脱原発に向かうべきであ�

る。�」�に集約できよう。その一方，以下のよう�

な意見も出されている。�

・今後も安全な原発の開発に取り組む。�

・世界規模で原発に替わる安全なエネルギー�

を生産�し�，送電を工夫�し�て活用する。�

・電力消費を抑えるために，ものづくりから�

知識集約型の産業にシフ�ト�する。�

・発送電を分離�し�，消費者が電気を選べる�し�

くみをつくる。�

　このような各界を代表する人達の意見や民�

意を受けて，政府は原発の今後について議論�

を重ねているが，今こそ国民全体が，経済，�

エネルギー，技術開発を含む日本の将来につ�

いて考える重要な時である。�

　�

2．技術教育の役割�

　2008年に学習指導要領が改訂され，技術・�

家庭科技術分野�（以後，�技術分野と記す。�）�の内�

容が，それまでの�「�技術とものづくり」�と�「情�

報とコン�ピ�ュータ」�から�「材料と加工」�「エネ�

ルギー変換」�「生物育成」�「情報」に関する技�

古�
川�
　�
稔�

フルカワ　ミノル�
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４月より，日本産業技術教育学会会長に就任。工学博士。�

［特集］�
持続可能な社会で�
自立�し�て生�き�る�と�は�

術の４内容となり，すべて必修となった。内�

容の拡充もさることながら，最も大きな改訂�

は，目標に�「技術を適切に評価�し�活用する…」�

と，評価が加えられたことである。このこと�

で，技術分野の目標が「技術に関するスキル�

の習得」と「技術リテラシーの育成」の２つ�

であることが，明確に示されたといえる。�

　技�術�は，�「人�間�の�生�活�を�よ�り�よ�く�す�る�た�め�

に，目的を特定�し�て，新�し�い製品やシステム�

を作り，それを利用すること」�であり，�「様々�

な�制�約�条�件�下�で�最�適�解�を�得�る�こ�と�（�ト�レ�ー�

ド�・オフ）�」�である。制約条件には，製品やシ�

ステムの機能，コス�ト�に加えて，環境負荷・�

環境保全，省資源・省エネルギー，廃棄物の�

削減，リサイクル，安全といった持続可能な�

社会を創り出すための条件がある。これまで�

技術を選択するための評価には，製品やシス�

テムの機能やコス�ト�に重点を置き過ぎていた�

ことが問題である。持続可能な社会を創り出�

すためには，技術を評価する要素と�し�て，機�

能とコス�ト�から，環境に及ぼす影響や安全に�

重心を移す必要がある。�

　教育の目的は，これからの社会を，自ら考�

え，行動�し�，自立�し�て生きていく生徒を育て�

ることにある。技術分野の目標の一つである�

「技術を評価する能力」を習得させるために�

は，技術を評価する観点を考えさせ，他者の�

意見を聞き，観点に重み付けを�し�，選択させ�

ることが重要である。その際，失敗から学ぶ�

ト�ラブル・シューティングの方法を取り入れ，�

ト�ラブルの原因や解決策を考えさせる安全教�

育や環境教育が有効であると考えられる。�

　�

3．他教科との関係�

　科学と技術は，文明発展の両輪であり，互�

いの成果を利用�し�ながらそれぞれも発展�し�て�

いく関係にある。�し�か�し�，科学の目標が，真�

理の探究であり，一つの正解を見いだすこと�

にあるのに対�し�，技術の目標は，人間生活や�

社会を念頭に置き，制約条件下で最適解を見�

いだすことである。�し�たがって，それらを教�

育する理科と技術分野の目標は，明らかに異�

なる。�

　�し�か�し�，今回の学習指導要領改訂で，中学�

校理科の�【�指導計画作成上の配慮事項】�に�「も�

のづくりの推進」が，また【各分野の内容の�

指導】に「日常生活や社会との関連」が明記�

された。このことは科学と技術が益々密接な�

関係になっていることを表�し�た結果であると�

思われるが，中学校理科に新たに加えられた�

配慮事項や指導法は，明らかに技術分野の範�

疇である。学習内容が増え，授業時間数が制�

約されている中で，今後，互いの教科で行わ�

れている教育内容を把握�し�，協力�し�て学習を�

展開�し�ていくことが必要である。�

　�

4．おわりに�

　新�し�い学習指導要領では，技術分野の目標�

に技術を評価する項目が加わり，内容も拡充�

された。戦後の高度経済成長は，当時の世界�

情勢や日本人の国民性に加えて，技術教育の�

効果によるところが大きかったものと思われ�

る。�し�か�し�，この50年間で中学校技術分野の�

授業時数は３分の１以下になり，�「ものづくり�

日本」にかげりがみられている。今後，活力�

ある日本を復活させるためには，ものづくり�

などの「技術に関するスキルの習得」が必要�

である。同時に，技術の負の効果を抑えるた�

めの「技術リテラシーの育成」も不可欠であ�

る。そのためには，普通教育における技術教�

育の量的拡充が強く望まれる。�

技�
術�
を�
評�
価�
す�
る�
観�
点�
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1．家庭科における消費者教育の期待�

　現行学習指導要領の小学校家庭及び中学校�

技術・家庭�（家庭分野）�の内容は，系統性や連�

続性を重視�し�て４つの内容で構成されている�

が，�その内容のひとつが�「D身近な消費生活と�

環境」である。学習指導要領では，家族と家�

庭に関する教育や食育などとともに，主体的�

に生きる消費者を育む視点が重視されている。�

　これは，消費者基本法の制定�（2004年）�，消�

費者基本計画の作成�（2005年～2009年）�，消費�

者庁の設立�（2009年）�と連動するものである。�

そ�し�て2012年８月10日には「消費者教育の推�

進に関する法律」�（消費者教育推進法）�が成立�

し�た。この法律の成立によって，学校教育に�

おいても今後ますます消費者教育が強化され，�

また家庭科への期待も高まると思われる。�

　�

2．消費者教育推進法と消費者市民社会�

　消�費�者�教�育�推�進�法�の�第�二�条�で，�「消�費�者�教�

育」�とは，�「消費者の自立を支援するために行�

わ�れ�る�消�費�生�活�に�関�す�る�教�育�（�消�費�者�が�主�体�

的に消費者市民社会の形成に参画することの�

重要性について理解及び関心を深めるための�

教育を含む。�）�及びこれに準ずる啓発活動をい�

う。�」�と�し�ている。そ�し�て�「消費者市民社会」�

とは，�「消費者が，�個々の消費者の特性及び消�

費生活の多様性を相互に尊重�し�つつ，自らの�

消費生活に関する行動が現在及び将来の世代�

にわたって内外の社会経済情勢及び地球環境�

に影響を及ぼ�し�得るものであることを自覚�し�

て，公正かつ持続可能な社会の形成に積極的�

に参画する社会をいう。�」と定義されている。�

　消費者教育推進法における消費者教育の考�

え方には，消費生活に関する知識を修得�し�適�

切な行動に結びつけることができる消費者，�

及び消費者市民社会の形成に主体的に参画で�

きる消費者を育成することが示されている。�

これは消費者が，消費者問題や消費者被害を�

未然に防止�し�より豊かな生活を実現するため�

に，適切かつ合理的に個人的・私的な意思決�

定ができる能力や，社会経済情勢や地球環境�

吉�
本�
　�
敏�
子�
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［特集］�
持続可能な社会で�
自立�し�て生�き�る�と�は�

に配慮�し�て社会的な意思決定ができる能力を�

開発することであるとも言えよう。消費者教�

育においては，生活環境に適応する能力と生�

活環境を醸成する能力を開発することによっ�

て，個人的にも社会的にも責任が持てるライ�

フスタイルを形成することが求められており，�

これ�は�現�行�の学�習�指�導�要�領に�お�け�る「D身�近�

な消費生活と環境」の意図するところでもあ�

る。そ�し�て持続可能な社会を実現できるのは，�

消費者市民社会の形成に主体的に参画できる�

消費者�（消費者市民）�であり，社会的な意思決�

定ができる消費者である。�

　�

3．環境に配慮�し�た消費生活の学習�

1）�　�環境の概念と扱う範囲�

　家庭科の基礎科学である家政学において一�

般的に「環境」は，衣食住やエネルギー，地�

球環境のような物的環境と，家族，地域，国�

などの人的環境�（社会的環境）�と�し�て捉えるこ�

とができるが，�「D身近な消費生活と環境」�に�

おいては，ものを中心と�し�て消費生活が環境�

に与える影響を考え，環境に配慮�し�た消費生�

活の工夫ができるようになることを目指�し�て�

おり，主に物的な環境について考える内容と�

なっている。�では，�まず環境との相互作用�（消�

費�生�活�の�環�境�へ�の�影�響�）�が�実�感�で�き�る�身�近�な�

環境を取り上げながら，発達段階に応�じ�て相�

互作用域を広げて学習を�し�ていくことを考え�

たい。�

2）�　�環境に配慮�し�た消費生活の指導の工夫�

　ここでは，消費者教育の基本を押さえた指�

導の工夫の例について示す。�

①ニーズ�（必要）�とウォンツ�（欲望）�を考えるこ�

とを通�し�て，意思決定のプロセスを学ぶ学�

習�

　買い物の学習においては，買うことを前提�

に「何をどのように買うか」から学習を始め�

るのではなく，欲�し�いと思ったものは本当に�

必要なものなのか�（ニーズ）�，単に欲�し�いと思�

っただけなのか�（ウォンツ）�の部分から考えさ�

せる意思決定のプロセスを大事に�し�たい。ま�

た必要なものであっても，いろいろな調達方�

法を考え検討すること�（批判的思考）�も大事で�

ある。この学習を通�し�て，多くの物を所有�し�

ている子どのたちが有効に物やお金を使い，�

また環境に配慮�し�た意思決定ができるように�

なることを期待�し�たい。�

②「もったいない」について考えることを通�

し�て，生活の価値を学ぶ学習�

　どのような価値を持つかは意思決定の優先�

順位を決める基準となり，その結果の積み重�

ねがライフスタイルを創ることになる。そこ�

で，�「も�っ�た�い�な�い」と�い�う�言�葉�を�手�が�か�り�

に，生活の価値やものを大切にすることにつ�

いて考える授業を考えてみたらどうだろうか。�

③循環型社会形成推進のためのごみ処理やリ�

サイクルの取り組みの優先順位を知る学習�

　�「循環型社会形成推進基本法」�では，ごみ処�

理やリサイクルの取り組みの優先順位を，発�

生抑制，再使用，再生利用，熱回収，適正処�

分の順と�し�ている。これは環境に配慮�し�た消�

費生活を考える場合の拠り所となる。たとえ�

ば優先順位の１番目は，出てくるゴミをでき�

るだけ減らす発生抑制であり，過剰包装は避�

ける，マイバッグを持参するなど，ゴミを家�

庭に持ち込まないためのいろいろな方法を考�

えることによってグリーンコンシューマーと�

し�ての意識を高めたい。�

　�

4．終わりに�

　家庭科教育は消費者教育と同様に，学んだ�

ことが生活場面の実践に結びついて初めて価�

値を持つものである。そこで，授業では身近�

で具体的な事例を取り上げ，体験を通�し�て理�

解�し�生活につなげる学習のプロセスを，是非�

いろいろ工夫�し�て欲�し�い。�

環�
境�
に�
配�
慮�
し�
た�
消�
費�
生�
活�
の�

学�
習�
と�
消�
費�
者�
市�
民�
の�
育�
成�
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1．題材の目標と評価規準�

（1）�　�指導目標�

　衣服の着方や役割を�知り衣服の手入れを身に付�

け，住まいの役割や快�適な住まい方を考える活動�

をもとに，自分を取り�巻く環境を見つめ直�し�，冷�

房機器に頼り過ぎない�夏の生活の過ご�し�方を工夫，�

実行できるようにする�。�

（2）�　�評価規準�

・衣服の手入れの必要�性，電力を消費�し�すぎない�

生活の必要性を感じ，学んだ�ことをいか�し�て夏�

の�生�活�を�送�ろ�う�と�し�て�い�る。�（�家�庭�生�活�へ�の�関�

心，意欲，態度）�

・夏をさわやかに生活�する衣服の着方を考えたり�

住まい方を工夫�し�たりすることができる。�資源�

や時間を浪費�し�ない洗濯の仕方を考えるこ�とが�

できる。�（生活を創意工夫する能力�）�

・手洗い洗たくなど日�常着の手入れができる。涼�

し�い場所を探�し�だ�し�たり温度や湿度などを正�し�

く測定�し�たりすることができる。�（生活の技能）�

・衣服や住まいの働き�を関連付けて理解すること�

ができる。洗たくをはじめと�し�た衣服の手入れ�

の仕方が分かる。夏を快適に�住まうために必要�

な条件が分かる。�（家庭生活についての知識�・理�

解）�

　�

2．題材設定の理由�

　電化製品の普及・技�術革新により，われわれは�

気候条件がいかに悪く�とも瞬時に快適な空間を手�

にすることができるよ�うになった。反面，このよ�

うな生活がさまざまな�問題を引き起こす要因の一�

つとなっている。今こ�そ，一人ひとりが電化製品�

に�依�存�し�て�き�た�こ�れ�ま�で�の�生�活�を�ふ�り�返�り，工�

夫・改善�し�ていかなければならな�い。�

3．指導と評価の計画�（全1�3�時間）�

　第一次…衣服や住まいの�働きを考える�２時間�

　第二次…夏を快適に過ご�す衣服の着方，衣服の�

手入れの仕方を考え，�試す� ５時間�

　第三次…室内を涼�し�くするための方法を考え，�

試す� ４時間�

　第四次…これまでの学習�を生か�し�て，夏を涼�し�

く過ごす工夫を考える� ２時間�

　�

4．授業の実際�

（1）�　�５，６時目…「自分が�よく付ける汚れ」をむ�

だなくきれいに落とす工�夫を追求させた。汚れ�

をむだなくきれいに落と�すには，①水や洗剤を�

必要以上に使いすぎない�こと②付いた汚れはす�

ぐ落とすことが大切であ�ると考えた。そこで，�

家で使っている洗剤を持�参させ必要な量がどれ�

だけなのか確かめさせた�り，汚れが付いた直後�

ならば水やぬるま湯だけ�でもある程度汚れが取�

れることを確かめさせた�り�し�た。また，汚れや�

布の種類で洗う強さを変�えることができる手洗�

いのよさに改めて気づか�せるように�し�た。�

（2）�　�10，11時目…これまで調べて�きたことをもと�

に，涼�し�く住める家模型の製作を行わ�せた。身�

に付けた知識を家模型製�作に表現させることで，�

自然を生か�し�た工夫の仕方を具体的に�考えさせ�

た。�

（3）�　�12時目…快適な服と住まいと�いう観点から，�

夏を快適に過ごすための�工夫を総合的に考えさ�

せ，チェックリス�ト�を作成させた。これまで�個�

別に学習�し�てきたことを関連付けると�ともに，�

自分が明日からでもでき�る実践を引き出�し�てい�

った。�

（4）�　�最終時は「�ビ�ューシー�ト�」と名付けた学習シ�

ー�ト�を用いながら自分を価値づ�ける活動を行っ�

た。本題材は，衣服の手�入れと涼�し�い住まい方�

の２つの内容を取り扱っ�たので，�ビ�ューシー�ト�

も２つの内容から自分を�ふり返ることができる�

ように�し�た。�最終時に記入させたのは，�Ｅ欄�（で�

きる，分かる，工夫する�自分）�とＦ欄�（今の自分�

とこれからの自分）�の部分である。�Ｆ欄における�

児童の記述例を以下に示す�。�

5．研究の成果�

　明日からでもできる�ことを意図�し�て指導を行っ�

たことにより，児童は�衣生活と住生活を関連づけ�

ながら，夏をさわやか�に送る知識や技能を身に付�

けることができた。一�実践が終わっても追究を止�

めず「次は○○のため�に」などの目的のもと実践�

を続ける姿が見られる�ようになってきており，こ�

れは家族の一員と�し�ての自覚が根付いてきて�いる�

ことの表れとみてよい�のではと考える。�

ビ�ューシー�ト�

【衣服の手入れにかかわ�る今の自分】�

「�手�洗�い�をし�た�ら�部�分�的�に�汚�れ�を�お�と�す�こ�と�が�で�

きるのでたくさん洗濯する自�分」�

【涼�し�い住まい方にかかわる今�の自分】�

「�窓�に�よ�し�ず�や�緑�の�カ�ー�テ�ン�を�つ�け�日�か�げ�を�つ�く�

って風を通�し�，�食は水分の多い物を食べる自�分」�

【学習�し�たことを生かすこれからの自�分】�

「�こ�れ�か�ら�エ�ア�コ�ン�の�設�定�温�度�を�28度�に�す�る�こ�と�

や�コ�ン�セ�ン�ト�を�つ�け�っ�ぱ�な�し�にし�な�い�な�ど�の�さ�

さいなことをがんばっていき�たい」�

「�衣�服，住�ま�い�方�（�の�学�習�）�を�重�ね�て�よ�り�涼�し�く�！�

〈家族へすすめる〉�，�「これから家族や友達に�もど�

う�し�た�ら�涼�し�く�な�る�か�や�エ�ア�コ�ン�に�頼�ら�な�い�生�

活�は�ど�ん�な�生�活�か�教�え�て�あ�げ�る�自�分�に�な�り�た�

い」�

「つ�く�ろ�う�夏の�さ�わやか生活」�（第6学年）�
～自分の生か�し�方を考え，家族の一員と�し�ての自覚を促す授業づくり～�

佐賀大学文化教育�学部附属小学校　�福田　�啓子�

家から持参した�

洗剤や道具で，�

よく付ける汚れ�

を落としてみる�

活動�

（表は児童の記述例）�

ぬるま湯につけ�

ておくだけでも�

汚れが落ちるこ�

とを確かめてい�

る様子�

E
E

E
E

E

E E

E

F

家の向き，窓の数や�
位置，家の周りの環�
境などを考えながら�
活動に取り組んだ。�

【衣】汗がひどい，汚れ�
が多い物は洗たく�

【衣】吸湿性がある，う�
すくて寒色系の服を着る�

【衣】ゆったりした動き�
やすい服を着る�

【住】（家の）遮光カーテ�
ンを閉める�

【住】夕方，朝早くには�
窓をあける�

【住】通路をあけて風を�
通す�

【住】家具とかべのすき�
間をあける�

【住】整理・整とん，�
そうじ�

【住】室内にグリーンを�
かざる�

【他】汗の出る仕事は朝�
�

【他】昼間は電気を消す�【他】エアコンのある部�
屋を一人で使わない�

すだれをつけたり敷物を�
考えたり植物を植えたりし�
て，部屋に熱がこもらない�
工夫をしている。�
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1．は�じ�めに�
　中学校では，�「消費者の権利と責任�」�の学習が設�

定されている。�その前段階と�し�て，�小学校で，�「消�

費者のモラル」につい�て考える学習を展開�し�た。�

小学生であっても消費�者であることの自覚をもち，�

自分の行動に責任をも�とうとする態度や，困った�

ことが起こった時に誰�かに相談�し�たり伝えたり�し�

ながら，主体的に問題�を解決�し�ていこうとする態�

度を育んでいきたいと�考えた。買い手の思いだけ�

でなく，売り手の気持�ちも考えながら，モラルの�

ある消費者の素地を養�っていきたい。�

2．題材設定の理由�
　私たちの消費生活は�，ものやサー�ビ�スを購入す�

るところから始まって�いる。買い物の�し�かたを通�

し�て，消費者のモラルについて�，考えを深めてい�

きたいと考えた。�

　その際，買い方とい�うスキル面だけでなく，売�

り手にとっても買い手�にとっても気持ちよく買い�

物ができるようにする�ためには，どう�し�たらいい�

のか，互いの心情面を�考えながら，取り組むこと�

を�大�切�に�し�た。わ�た�し�に�と�っ�て�の「よ�い�お�店�と�

は？」�，わた�し�が考える�「よいお客さんとは？」�な�

ど，自分の考え方や価�値観を問い直す場を設定�し�

たり，買い物の場面で�困ったことが起こったとき�

に，どのような対応を�すればいいのかを考えて表�

現�し�たりする場を設けることに�し�た。本題材を通�

し�て消費者と�し�てのモラルをふまえた買い物�の�し�

かたを考え，よりよい�買い物を実践�し�ていこうと�

する態度を育んでいき�たいと考えている。�

3．指導計画�（全４時間）�（右ページに記載�）�
4．本題材における支援・�指導上のポイン�ト�
①「いいお店」や「い�い消費者」のイメージを書�

き，自分の価値観や思考の深�まりを見取る。�

　自分の中の「いいお�店」や「いいお客さん」の�

イメージを書きだすこ�とで，自分の価値観に気付�

くことができると考え�た。題材の始めと終わりに�

書いたイメージの概要�は以下のとおりである。�

１時間目のイメ�ージ�

「いいお店」�…安い，サー�ビ�スがよい，品ぞろえ�
がよい，きれいなお店，や�さ�し�くて親切�

「いいお客さん」�…「ありがとう」が言�える，ゆ�
ずってくれる，丁寧な言葉�づかいができる�

４時間目のイメージ�（変容の見られたもの�）�
「いいお店」�…お客さんのア�ド�バイスで店を変え�
ていく，公平なサービスを�し�てくれる，いいこと�

はいい，だめなことはだめ�と言ってくれる�

「いいお客さん」�…責任をもって行動で�きる，何�
でも正直に言える，困った�ことやおか�し�いと思っ�

たことをきちんと言える，�環境のことを考えて行�

動できる，お店やまわりの�人のことを考えられる。�

　学んだことをもとに，自�分の価値観を問い直す�

ことで，子どもたちの思考�の深まりを捉える手立�

てとなった。�

②子ども同士の学び合う場�を設定する�（役割演技）�。�

　現実に近い場面設定にお�いて，実際に役割演技�

をすることによって，その�人の気持ちを考えたり，�

望ま�し�い行動や対応などを体験的�に学んだりする�

ことができると考えた。ま�た，演技を見ていた人�

からの指摘やア�ド�バイスを聞くことで問�題を改善�

し�，よりよい対応が導き出�されると考えた。�

　問題場面を設定�し�，自分がお客さんだったら…�，�

自分がお店の人だったら…�と，両者の立場で考え，�

どのような行動をとるのか�，なぜそのような行動�

をとるのかを考え，グルー�プごとに役割演技を行�

った。いろんなお客さんや�お店の人の対応を試�し�

ながら，お客さんと�し�ては，�「�し�まった！」�と思い�

ながら，どう�し�ようかと悩む子どもが多�かった。�

そ�の�一�方�で，�「あ�や�ま�る�か�ら�や�さし�く�許�し�て�ほ�し�

い。�」�，�「怒られるからそのま�まに�し�てだまっておこ�

う。�」�と考える子どもの姿も�あった。お店の人と�し�

て�は，�「商�品�が�落�ち�てし�ま�っ�た�の�は�悲し�い�け�れ�ど，�

正直に言って欲�し�い。�」�という意見がたくさんあが�

った。�

③売り手と買い手の両方の�立場から考える場を設�

定する。�

　売り手と買い手の両方の�立場で考えることで，�

自分の考えを客観的に捉え�たり，多角的に考えた�

りする手立てとなると考え�た。また，お店の人の�

思いを事前に調査�（インタ�ビ�ュー・アンケー�ト�）�し�

ておき，子どもたちに伝え�ることで，売り手の気�

持ちをふまえて考えられる�ように�し�た。�

　事前に，パン屋で働いて�いる方に協力�し�ていた�

だき，お店の方の思いをビ�デオに録画�し�，子ども�

たちに伝えた。�

　授業を通�し�て，�「まず，�商品を大切に�し�，�落とさ�

ないように気をつけようと�思う。でも，も�し�落と�

し�て�し�まったら，正直にあやまる�ことを忘れない�

ように�し�て買い物を�し�ていきたい。�」�という思いを�

もつ子どもがたくさん�いた。�

5．おわりに�
　小学校の段階から，�消費者と�し�ての自覚をもっ�

て行動�し�ていくことの大切さを改め�て実感�し�た。�

自分が同�じ�行動を取り続けるとどん�なことが起こ�

るのか，パンをすべて�落と�し�たら，山積みの�ト�レ�

ーを落と�し�たら，など問題行動が大�きくなった場�

合の責任やモラルはど�うなるのか，課題を様々な�

パターンに置き換えて�考えるなど，まだまだ可能�

性はあるように思う。�

「買い物の�し�かたを考�え�よ�う�」�
～生活主体者と�し�て自立できる子どもの育成をめざ�し�て～�

大阪教育大学附属�平野小学校　�家庭科部研究会�　�

指導計画　�（注）�学習内容・子どもの意識�の流れ，教師の働きかけのみ�記�し�ま�し�た。�

学習内容・子どもの�意識の流れ� 教師の働きかけ�

買い物の様子を�ふりかえろう�

・コン�ビ�ニでおかしを買う�
・お家の人と一緒に�スーパーへ行く�

買い物をしてい�て，�うれ�し�かったこと�
や困ったことは�？�

・買い物を�し�ようと�し�たら，お金が足り�
　なくて，困った�

いい�（よくない）�お店って？�

・いろんなものを売�っている�
・やさ�し�くて，�し�んせつ�
・いいかげんな対応�をする�

いい�（よくない）�お客さんって？�

・まわりの人に気づ�かいができる�
・「ありがとう」が�言える�
・さわいだり走り回�ったりする�

１�．�

買�
い�
物�
の�
様�
子�
を�
ふ�
り�
か�
え�
ろ�
う�
①�

◎こ�れ�ま�で�の�買�い�物の�
経験を振り返る�

◎う�れし�か�っ�た�こ�とや�
困�っ�た�こ�と�を�思�い�出�
し�，自�分�の�と�っ�た�行�
動を振り返る�

◎「い�い�（�よ�く�な�い�）�お�
店」�や，�「いい�（よくな�
い�）�お�客�さ�ん」の�イ�
メ�ー�ジ�を�書�き，自�分�
の�考�え�方�に�気�付�か�せ�
る�

◎イ�メ�ー�ジ�を�グ�ル�ープ�
や�全�体�で�共�有�し�，い�
ろ�い�ろ�な�価�値�観�に�気�
付かせる�

パン屋さんでパ�ンを落と�し�た時，�あなた�

ならどうする？�

お客さんの立場�で考えよう�

（パンを落とした時�の気持ち）�
・やばい！どうしよ�う…�
・お店の人に怒られ�る!!
（どんな行動をとる�のか）�
・自分�が落�と�し�て�し�まっ�たの�だか�らお�店�
の人にあやまる�

お店の人の立場�で考えよう�

（どんな行動をとる�のか）�
・パンが落ちて悲し�いけれど，�
　あやまってくれた�らゆるす�

２�．�

パ�
ン�
屋�
さ�
ん�
で�
パ�
ン�
を�
落�
と�
し�
た�
時�，�

ど�
う�
す�
る�
？�
①�

◎お�客�さ�ん�の�行�動�に着�
目し�，問�題�を�確�認�す�
る�

◎問�題�場�面�で�の�お�客さ�
ん�の�心�情�を�と�ら�え，�
ど�ん�な�行�動�を�と�る�の�
か，ど�うし�て�そ�の�行�
動�を�と�る�の�か�を�考�え�
られるようにする�

◎お�店�の�人�の�立�場�から�
も�考�え�る�こ�と�で，多�
角�的�に�考�え�ら�れ�る�よ�
うにする�

◎�役�割�演�技�を�通し�て，�
お�店�の�人�や�お�客�さ�ん�
の�立�場�に�な�り�き�っ�て�
考�え�る�こ�と�が�で�き�る�
ようにする�

◎パ�ン�屋�さ�ん�の�思�いを�
通し�て，売�り�手�の�思�
い�を�と�ら�え�ら�れ�る�よ�
うにする�

◎お�店�の�人�の�気�持�ちも�
ふ�ま�え�て，こ�れ�か�ら�
の�買�い�物�のし�か�た�を�
考�え�ら�れ�る�よ�う�に�す�
る�

「お店の人」�と�「お客さん」�になりきって，�

役割演技をしな�がら，�互いの気持ちを�

考えよう�

・あやまったら少し�心が軽くなった�
・心�のこ�もっ�たあ�やま�り方�だと，ゆ�る�す�
気になったお店の人�の気持ちを知ろう�

お店の人の気持�ちを知ろう�

・�お�店�の�人�は，お�客�さ�ん�の�こ�と�を�気�づ�
かって親切にして�くれているのだなあ�

買い物をする時�に大切に�し�たいこと�

・商�品を�むだ�に�し�ない�よう�に，大切�に�あ�
つかうようにした�い�

学習内容・子ども�の意識の流れ� 教師の働きかけ�

クイズにチャレンジ�！�

Ｑ友�達と�映画�に行�く約�束を�する�のは，契�
約？�
Ｑコンビ�ニ�エン�スス�ト�ア�ーで�おに�ぎり�を�
買うのは，契約？�

３�．�

買�
い�
物�
っ�
て�
そ�
う�
い�
う�
こ�
と�
①�

みゆきさんは，�スーパーへ，�シャンプー�

を買いに行きました�。�家に帰ってきた�

ら，�お母さんが広告を持�ってきま�し�た。�

（あなたがみゆき�さんなら，どうする�？）�
・買って�し�まったので，あき�らめる�
・スー�パー�で買�った�シャ�ンプ�ーを�返品し�
他のお店で安く買�う�

みゆきさんは，�他のお店で安く売�られて�

いたのを知ってがっ�かり�し�，�スーパー�

へシャンプーを返し�に行くことにしま�

し�た。�

(あなたがお店の人なら，�どうする？)
・�「返品はできないの�で，�お引き取りくだ�
さい」と言う�

・�「未開封ならいいで�すよ。�返金�し�ます」�
と言う�

買い物に行く前に，�どんなことを考え�て�

おけばよかったのだ�ろう？�

・広告で値段をよく�調べておく�
・条件に納得してか�ら買いに行く�

◎クイズを通して�，も�
のを売り買いする行�
為は，契約すること�
であることを理解で�
きるようにする�

◎自分だったらど�うす�
るのかを，考えられ�
るようにする�

◎�お�店�の�人�の�立�場�に�
なって考えられるよ�
うにする�

◎自分の都合で勝�手に�
返品はできないこと�
を知らせる�

◎返品�し�なくてもいい�
ように，買い物に行�
く前に大切にするこ�
とを考える�

いいお店って？い�いお客さんって？�

・困�った�時に，ち�ゃん�と話�を聞�いて�くれ�
るお店�

・自分�の�し�てい�るこ�とに�責任�をも�って�行�
動できる消費者�

どんな消費者にな�りたい？�

・自�分の�こと�だけ�でな�く，相手�の立�場に�
たって考えられるよ�うに�し�たい�

買い物のしかたを�考えよう�

・困�った�こと�が起�こっ�た時�に，ほっ�たら�
か�し�にせ�ず，どうし�たら�いい�のか�を�考�
えて行動�し�たい�

４�．�

ど�
ん�
な�
消�
費�
者�
に�
な�
り�
た�
い�
？�
①�

◎は�じ�めに自分が思っ�
ていたイメージと比�
べてどうなのか，も�
う一度考えてみる�

◎自分の行動が，�お店�
の人や他の消費者に�
影響を与える可能性�
があることに気付か�
せる�

◎よりよい買い物�の�し�
かたを考え，生活に�
結び付けて考えられ�
るようにする�

大阪教育大学� 鈴木 真由子�
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技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

1．は�じ�めに�

　�「プログラムによる計測・制�御」�の単元では，身�

の回りにある電気製品�を調べ，それらがプログラ�

ムで制御されている計�測制御システムであること�

を学ぶ。そ�し�て自律型のライン�ト�レ�ースカーを使�

って順次・反復・条件�分岐のプログラムを学習�し�，�

実習するようになって�いる。�

　�し�か�し�，ライン�ト�レ�ースカーは計測より制御が�

中心であり，生活にお�ける利用価値や他の領域で�

の応用を考えると，よ�り計測に重点を置いた教材�

での実習が望ま�し�い。�

　そこで，センサの仕�組みと得られる計測値の意�

味や物理現象の本質を�とらえ，そこからどのよう�

な制御をするかを考え�て制御システムに仕上げる�

ことができる教材を使�った授業例を示す。�

　�

2．計測制御プログラマー�の特徴�

　ヴ�イ�ス�ト�ン�株�式�会�社�の「計�測�制�御�プ�ロ�グ�ラ�マ�

ー」は，スティック型�の基板上に温度センサと照�

度センサを搭載�し�てアナログ値で計測できる�。出�

力にはLEDとブザーがあり，�赤黄緑の３個のLED

を独立�し�て制御�し�て点滅させることができ，�プロ�

グラムで音階をブザー�から発生させることができ�

る。また，外部入出力�端子を使って，外部のセン�

サからアナログで入力�でき，外部の機器をデジタ�

ルで制御することもで�きる�（写真1）�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　USB接続す�ると標�準のHIDデバイ�スと�し�て認識�

されるので，�ド�ライバーソフ�ト�のインス�ト�ール作�

業が不要である。制御ソフ�ト�ウェア「�ビ�ュー�ト�ビ�

ル�ダ�ー�P」はフ�ァ�イ�ル�を�解�凍�す�る�だ�け�で�利�用�で�き�

る。そのため，インス�ト�ールが制限されていたり�，�

シン・クライアン�ト�環境でも使うことができる。�

　ソフ�ト�ウェアはGUI形式�（図1）�で，�アルゴリズム�

を考え，それをフローチャ�ー�ト�で表現�し�たものが�

そのままプログラムになる�ので，プログラム言語�

自体を理解�し�なくても「順次・繰り返�し�・分岐」�

の学習ができ，それらの手�順を使って短時間で計�

測・制御の学習ができる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　書き込みボタンを押すと�，プログラムが数秒で�

不揮発性メモリーに書き込�まれ，単４電池１本で�

プログラムが本体だけで実�行できる。�

　計測学習という観点から�は，パソコンと接続�し�

た状態で実際の温度や明る�さや外部入力の値を基�

板上のセンサで計測でき，�連続�し�てグラフィック�

表示できる�データ記録機能�（図２）�がある。任意の�

時�間�ご�と�に�計�測�し�て�そ�の�値�を�CSV形�式�で�保�存�で�

きるので，エクセルなどの�表計算ソフ�ト�を使って�

計測値の変化を考察するこ�ともできる。�

　また，作成�し�たプログラムの図と�レ�ポー�ト�をま�

とめて印刷またはファイル�保存ができる�レ�ポー�ト�

作成機能�もある。�

計測制御プログ�ラ�マーを使�っ�た�
「プログ�ラ�ムに�よ�る計測・制御」�

3．授業例�

3.1　常夜灯�

　計測制御システムの�

例と�し�て，照度センサ�

を使って明るさに応じ�

て電球を点灯させる常�

夜灯を実物提示�し�，そ�

の�プ�ロ�グ�ラ�ム�（�図�3）�を�

考えさせる。�

3.2　音楽演奏による順�次処理�

　音階を変えることができ�る圧電ブザーが搭載さ�

れているので，順次処理の�例と�し�て生徒の好きな�

音楽を鳴らすプログラムを�作成させ，フローチャ�

ー�ト�の流れを理解させる。�

　�

3.3　LED点滅による順次処�理�

　赤�・�黄�・�緑�の�3つ�の�LEDが�搭�載�さ�れ�て�い�る�の�で，�

LEDを�ど�の�よ�う�に�光�ら�せ�る�か�と�光�る�時�間�を�考�え�

て交通信号機のプログラム�を作成させる。�

　�

3.4　照度センサを使っ�た反復処理と分岐処�理�

　分岐処理の学習用に，照�度センサの明るさに応�

じ�て�LEDの�色�を�変�え�る�プ�ロ�グ�ラ�ム�を�考�え�さ�せ�る。�

このとき，無限ループの反�復処理を学習させる。�

また，照度センサを温度セ�ンサに変えて温度によ�

っ�て�LEDの�色�を�変�え�る�プ�ロ�グ�ラ�ム�や�分�岐�処�理�を�

複数回使ったプログラムを�作成させる。さらに，�

照度を値で分割�し�て音を変える“テルミン”の�よ�

うなプログラム�（図４）�を作成させる。�

3.5　アナログ入力�

　上級者向け機能を使�うと，内蔵の温度センサや�

照度センサ以外に各自�が用意�し�た様々なセンサを�

使って計測制御�

ができる。たと�

えば，水分セン�

サを使えば土の�

水分量を測り生�

物育成の分野に�

応用できる。�

3.6　外部デジタル�出力�

　外部�出力�にSSRを接�続�し�て，電�球や�扇風�機な�ど�

の様々なアクチュ�

エータと，温度や�

照度，人感センサ�

などを組み合わせ�

て動かすと，エネ�

ルギー変換の分野�

に応用できる。�

4．おわりに�

　知識基盤社会と言わ�れている現代において，中�

学生に必要なものは論�理的思考力である。アルゴ�

リズムを考えて正確に�フローチャー�ト�で表現でき�

ることは，現代社会を�生きていく上で重要である。�

中�学�校�技�術�分�野�の「プ�ロ�グ�ラ�ム�に�よ�る�計�測�・�制�

御」が必修になり，身�の回りの制御機器の仕組み�

を知りプログラミング�に興味を持つ中学生が増え�

ればよいと考えている�。�

大阪府立東百舌鳥�高等学校　�稲川　�孝司�
ひ�がし�も� ず�

写真1　基板上のセンサとアクチュエータ�

図1　プログラム画面�

写真2　常夜灯� 図3　常夜灯のプログラム例�

図4　照度の値で音階が変わるプログラム例�

写真3　水分センサを使った計測制御�

写真4　外部制御用SSR

図2　計測データの表示�
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技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

1．は�じ�めに�

　消�費�者�とし�て，�「技�術�を�評�価�す�る」と�は，主�に�

「比べる」活動である�。そこで，ワークシー�ト�を�

もとに，複数の技術を�比べて活用方法を考える授�

業を実践�し�た。�ワークシー�ト�１枚で１課題，�30～50

分で手軽に行える実践�である。�

　�

2．ガイダンスで技術を意�識させる�

　ガイダンスでは，�「鉛筆削り」�を題材に�し�て，①�

社会にどんな技術が存�在するか，②それが中学校�

の技術�・�家庭科とどうつながっ�ているか，�を考えさ�

せた。�　�これは，�　�技術を評価する授業の�導入となる。�

　図１のワークシー�ト�は，記入済みのものである。�

　これを生徒に発言さ�せながら作っていく。いき�

なりプリン�ト�では，面白くないので，最�初は実物�

やカラフルな写真，ユニー�クな鉛筆削りの写真を�

見せて興味を引く。�

　のってきたところで，�「�じ�ゃあ，�この鉛筆削りに�

使われている技術をさが�し�てみよう……」�「技術っ�

て何？」と聞かれたら「そ�れにはいろんな答えが�

あるから，みんなに考えて�欲�し�いな。ここでは，�

物や情報を作ったり，動か�し�たりするための工夫�

みたいなものと言っておこ�う」�

　出てこなくなったら，�臨機応変にヒン�ト�を。�「も�

のを作るには，�まず何が必要？」�「それって簡単に�

手に入るものかな？」�「運ぶ時はどうするの？」�「そ�

れには打ち合わせが必要だ�ね。どうやって連絡す�

るの？」という具合である�。�

　最後に授業の感想を書か�せる。ここから，生徒�

の技術についてのイメージ�の広がりを読み取る。�

　�

3．白熱，蛍光，LEDを�比べる�

　震災を受けて，�省エネルギーの技術と�し�てLED

が注目されている。そこで�，照明器具を題材に�し�

て，技術を比べる授業を考�えた。�

　授業は次の１）�～３）�の３段階で進める。�

1）�　�規準と評価を記入する�

　適切な評価規準�（ものさ�し�）�を考え，ものさ�し�上�

に○を打つ。そ�し�て理由を記入する。こ�の欄は，�

指導時間や課題の難易度に�よってあらか�じ�め記入�

し�ておいてもよい。�

2）�　�それぞれの技術の特徴�を記入する�

　１）�の記入を見て，�それぞれの技術の長所と短所�

をまとめる。�

3）�　�活用方法を記入する�

　１）�２）�を総合的に判断�し�て，�活用方法と理由�（自�

分の意見）�を記入する。�この欄を見れば，�生徒の考�

えを評価できる。�

　図２のワークシー�ト�は，記入済みのものであ�る。�

例えば，�１）�２）�を記入�し�たプリン�ト�を配布�し�，�３）�

のみ書かせるなど，生徒の�能力や，ねらい，指導�

時間に合わせて実践可能で�ある。�

　�

4．発電方法を比べる�

　原子力発電所の事故を受�けて，エネルギー政策�

の行方が議論になっている�。そこで，発電方法の�

技術について比べる授業を�考えた�（図３）�。進め方�

は，照明器具の場合と同じ�である。�

　�

5．�「比べる」というこ�と�

　何かを比べる時は，その�尺度となる規準が必要�

になる。用いる規準が違え�ば，それによって評価�

も違ってくる。だから適正�に比べるためには，複�

数の規準で評価�し�て，その結果を総合的に判断�し�

なければいけない。最終的�に重視する規準は，人�

によって違ってくるので，�選ぶ結果も違ってくる。�

（これが価値観の違い）�

　つ�ま�り，大�切�な�の�は，�「何�を」選�ん�だ�か�で�は�な�

く，�「な�ぜ」選�ん�だ�か�で�あ�り，ど�ん�な�規�準�を�用�い�

て，どう評価�し�たかを説明できることである�。�

　これが，比べて評価�することの本質であり，こ�

の学習では，何よりも�「比べ方」を身に付けて欲�

し�いと思っている。�

6．おわりに�

　生きることは，選択�の連続である。私達は，何�

かを選ぶことな�し�に，一日たりとも生活する�こと�

ができない。�その意味で，�比べる力ほど，�「生きる�

力」にふさわ�し�いものはないかも�し�れない。今回�

の授業は，他教科や総�合的な学習の時間と連携�し�

て行うことで，学習効�果が高まり，技術・家庭科�

への興味関心もより一�層高まるといった相乗効果�

が期待できそうである�。�

　教科の枠を超えるこ�のような授業を行えること�

は，技術・家庭科教師�の誇りと言ってもいいので�

はないだろうか。�

ワ�ー�ク�シ�ー�ト�をも�と�に�
技術を比べて評価する授業�

神奈川県藤沢市立六�会中学校　�川崎　�武晴�

図１　ガイダンスのワークシート�

図２　照明器具を比べるワークシート�

図３　発電方法を比べるワークシート�
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�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

は�じ�めに�
　現在，家庭生活の中�で行われる衣食住にかかわ�

る活動が，様々な形で�環境に影響を与えている。�

　便利さを求めるだけ�でなく，消費生活と環境と�

のかかわりについて関�心を深め，持続可能な社会�

の構築のため，自分や�家族の生活を見直�し�，環境�

に配慮�し�た消費生活を工夫�し�ていく必要がある。�

　そのためには，一人�ひとりが，自分や家族の生�

活が身近な環境に与え�る影響について自覚�し�，意�

識�し�て生活�し�なければならない。�

1．題材名�
　調理実習を通�し�て環境に配慮�し�た工夫を考えよ�

う�

対象学年：第１学年　�　授業時数：13時間�

2．題材のねらい�
　本題材は，�「学習指導要領」�家庭分野の内容Ｄの�

（２）�「家庭生活と環境」につい�て，Ｂの�（３）�「日�

常食の調理と地域の食�文化」の学習との関連を図�

りながら指導する。消�費生活と環境とのかかわり�

について関心と理解を�深め，持続可能な社会の構�

築のため，これからの�生活を展望�し�，自分や家族�

の生活を見直すととも�に，環境に配慮�し�た消費生�

活について工夫�し�，実践できるようにするこ�とを�

ねらいと�し�ている。具体的な事例と�し�て，日常食�

を調理する場面を取り�上げ，自分や家族の生活が�

身近な環境に与える影�響について，考えることが�

できる。具体的な事例�と�し�て，日常食を調理する�

場面を取り上げる。�

3．題材の流れ�
（1）�　�環境について�：１年生のガイダンス後に�，�環�
境�に�関�す�る�基�礎�的�・�基�本�的�な�内�容�を�学�習し�て�い�

る。�

①生活の中で環�境への影響を考えよう�（１時間）�
　なぜ環境について学�習するのかを考え，班，学�

級内で交流�し�，その後，環境への配慮�度をチェッ�

クシー�ト�を使い，自分の生活を振り返�り，どれく�

らい環境に配慮�し�た生活を送っているかを意�識す�

る。�

（4）�　�本題材における振り返�りの場�
①調理実習におけ�る行動を振り返る�
　調理実習の中で，環境に�配慮できた部分やでき�

なかった部分を，実習の様�子を撮影�し�た写真や�ビ�

デオ，生ごみの重さの記録�から振り返り，グルー�

プごとに話�し�合い，発表する。家庭では�具体的に�

どのように環境に配慮�し�，工夫するかを考える�。�

その一部を紹介する。�②札幌市のごみにつ�いて�（2時間）�
　札幌市では，平成21年に�新ごみルールができ，�

燃やせるごみと燃やせない�ごみが有料化�し�，分別�

が９種類となった。正�し�いごみの分別や，新ごみ�

ルールになってからの変化�，ごみの処理にかかっ�

ている費用等について学習�する。また，ごみを減�

らすための工夫を家族にイ�ンタ�ビ�ュー�し�，内容を�

交流する。�

③環境に配慮�し�た消費生活を工夫�し�よう�（1時間）�
　グ�リ�ー�ン�コ�ン�シ�ュ�ー�マ�ー�や�４�Ｒ�に�つ�い�て�学�習�

し�，前時のインタビューの�内容が，４Ｒのどの項�

目にあてはまるかを考える�。�

　以上のような環境につい�ての学習を踏まえ，�「Ｂ�

　食生活と自立」と関連さ�せた授業を行った。�

（2）�　�環境に配慮�し�た調理実習の実践�
【調理実習を通�し�て環境に配慮�し�た工夫を考えよ�

う】�（計13時間）�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�　�まとめ�（１時間）�
　調理実習全体を振り返り�，今後家庭で実践�し�て�

いきたいことをまとめ，家�庭で環境に配慮�し�た調�

理を意識するためのミニポ�スターを作成する。�

成果と課題�
1．成果�
　�環�境�に�つ�い�て�の�知�識�：�１�年�生�の�ガ�イ�ダ�ン�ス�後�
に，環境についての学�習を行っていたことで，振�

り返りの場面で自分た�ちの環境に配慮できなかっ�

た行動に目を向けるこ�とができた。また，次回改�

善すべき点にも，既に�学習�し�たことを踏まえて気�

づくことができた。�

　�振�り�返�り�の�場�：�（�4）�の�②�の�ビ�デ�オ�に�よ�り�記�録し�
たものを振り返りの場�で見ることにより，自分の�

行動を客観的に見るこ�とができた。水を出�し�っぱ�

な�し�に�し�ている場面などでは，自然�と「もったい�

ない」という声が上が�り自分たちの行動の問題点�

を理解�し�，改善�し�ていこうとする意欲が感じ�られ�

た。�

　また，生ごみの重さ�をグループごとに量り，記�

録�し�たことで，�「同�じ�料理を作ったのに，�どう�し�て�

こんなに生ごみの重さ�がちがうのか。�」�「生ごみの�

重さが軽い班は，皮を�薄くむき，ぬらさないよう�

に�し�ている。�」�というふうに，班ごと�に差があるこ�

との原因をみつけ，改�善�し�ようとする姿勢が見ら�

れた。振り返りの後で�調理実習を重ねることによ�

り，環境に配慮�し�た行動が習慣となり，現在�，そ�

し�て将来にわたり，生活の中�で活用�し�ていくため�

の実践力につながった�と考えられる。�

2．課題�
　今後は家庭生活にお�いて，学習�し�たことを生か�

し�，環境に配慮�し�た工夫ができるようになっ�たか�

を，確認�し�ていく必要がある。その�ために，家庭�

での実践をまとめ，発�表する場を設けていきたい�

と考えている。�さらに，�地産地消やフー�ド�マイ�レ�ー�

ジなどについても学習�し�，環境に配慮�し�た食材の�

選び方についても，深�めていく必要があると考え�

られる。また，今後の�衣服，住まいなどについて�

の学習の中でも，継続�的にエネルギーやごみの問�

題について扱い，環境�と家庭生活とのかかわりを�

常に意識�し�，工夫�し�ていく力を育てていきた�い。�

調理実習を通�し�て環境に配慮�し�た�
工夫を考�え�よ�う�

札幌市立西陵中学�校　�住友　�理恵�

②題材を通�し�て振り返る�
　１年生のガイダンス後，�環境について学習する�

前にアンケー�ト�を実施�し�た。その中に「生ごみ�の�

水を切って捨てているか」�「使わないときも水を�出�

し�っぱな�し�に�し�ていないか」などの調理�にかかわ�

る項目がある。同じ項目に�ついて，調理実習後に�

再度アンケー�ト�を実施�し�，自分の変容に気がつ�く�

ことができるようにする。�

〈調理実習を通�し�て生活の中でいかせそうなこと〉�
・ 料理を作ることはもちろん，�環境に配慮�し�て，�水をこま�
めに止める，料理に合った火の強さにする，残さず食べ�
るなど，家でできるようになりま�し�た。�
・ 生ごみを減らせるように，�あますことなく材料を使い切�
り皿を洗うときに水をこまめに止めて環境に配慮�し�て料�
理�し�たい。�
・ 水を出�し�っぱな�し�に�し�ていることや，�火の大きさのこと�
は，調理実習をやるまでは全然気に�し�ていなかったけど，�
これから料理など，水や火を使うときは，環境に配慮す�
ることを心がけてやりたいと思う。� （一部抜粋）�

調理に興味をもち，�家庭で実践�し�ていこうとするのと�
同時に，�調理の中で環境に配慮�し�た行動を意識できる�
ようになり，�生活の中でさらに工夫�し�ていこうとする�
意欲が見られる。�

引用文献：『中学校学習指導要領解説　技術・家庭編』�
　文部科学省�（2008年）�

①ホワイ�ト�シチュー　調理実習計画�（２時間）�

③調理実習の反省・環境に配慮�し�たさんまのかば焼き�

どんぶり　調理実習計画　�（２時間）�

②ホワイ�ト�シチュー�
　調理実習�（２時間）�

調�理�に�つ�い�て�の�基�礎�的，基�本�的�知�

識・技術の習得を目�的と�し�た学習�

⑤�環�境�に�配�慮�し�た�調�理�実�習�の�振�り�返�り�・�ハ�ン�バ�ー�グ　�

調理実習計画�（２時間）�

⑥ハンバーグ　調理実習�（２時間）�

④さんまのかば焼きどん�
ぶり　調理実習�（２時間）�

環�境�や�調�理�に�つ�い�て�の�基�礎�

的，基�本�的�知�識�・�技�術�の�活�用�

を目的と�し�た学習�

⑦まとめ（１時間）�

ごみについて� ガスについて� 水について�

・�野�菜�の�皮�を�丁�寧�
に薄くむいた�

・�生�ご�み�の�水�を�
切って軽く�し�た�

・�生�ご�み�が�出�な�い�
材料を選んだ�

・�ト�レ�ー�を�洗�っ�て�
捨てた�

・�フ�ラ�イ�パ�ン�を�炎�
の中心に置いた�

・�炎�が�は�み�出�さ�な�
かった�

・�適�切�な�火�の�大�き�
さに調節できた�

　�
　�

・�水�を�こ�ま�め�に�止�
めた�

・�出�し�っ�ぱ�な�し�の�
人に注意できた�

・�使�い�終�わ�っ�た�物�
は�水�に�つ�け�て�お�
いた�

　�

で�
き�
た�
こ�
と�

・�ブ�ロ�ッ�コ�リ�ー�の�
芯�も�工�夫�し�て�食�
べられた�

・�ま�だ�分�別�が�で�き�
ていなかった�

・�た�ま�ね�ぎ�を�い�た�
め�て�い�る�う�ち�に�
フ�ラ�イ�パ�ン�が�ず�
れて�し�まった�

　�

・�洗�剤�を�使�い�す�ぎ�
ていた�

・�ま�だ�必�要�以�上�に�
水�を�出�し�て�い�る�
ときがあった�

反�
省�
点�

・�ご�み�を�細�か�く�分�
別する�

・�生�ご�み�以�外�の�も�
の�は�三�角�コ�ー�
ナーに入れない�

・�生�ご�み�の�水�を�
し�っ�か�り�切�っ�て�
捨てる�

・�食�べ�ら�れ�る�部�分�
は�む�だ�に�せ�ず�に�
食べる�

生�
活�
の�
中�
で�
実�
践�
し�
た�
い�
こ�
と�

・�適�切�な�火�の�大�き�
さに調節する�

・�鍋�や�フ�ラ�イ�パ�ン�
が�ず�れ�て�い�な�い�
か確認する�

・�余�熱�を�利�用�し�て�
温める�

　�
　�
　�
　�

・�水�を�使�っ�て�い�な�
い�時�や�使�い�終�
わ�っ�た�時�は�す�ぐ�
に止める�

・�食�器�は�１�つ�ず�つ�
で�は�な�く�ま�と�め�
て�流�す�よ�う�に�す�
る�

・�つ�け�お�き�な�ど�を�
し�て，�お湯や洗剤�
を�な�る�べ�く�使�わ�
ない�

環境に配慮した行動を�
意識するミニポスター� 生ごみの重さの記録�
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全日本中学校技術�・家庭科研究会�

平成24年度　�各地区大会のご案内
地区名� 都府県名� 開催期間� 会　　　場�

【全体会】�ホテルライフォー�ト�札幌�
【分科会】�札幌市立澄川中学校�
　　　　　札幌市立あ�いの里東中学校�
　　　　　札幌市立札�苗中学校�
　　　　　札幌市立も�み�じ�台中学校�
　　　　　札幌市立手�稲東中学校�
　　　　　北海道教育�大学附属札幌中学校�
　　　　　札幌市立手�稲中学校�
　　　　　札幌市立栄�南中学校�

【分科会】�

10月25日�（木）�
【全体会】�

10月26日�（金）�

北海道� （札幌）�

庄内町立余目中学校�11月9日�（金）�東　北� 山形県�

【全体会】�佐野市文化会館�
【分科会】�鹿沼市立西中学校�
　　　　　栃木市立吹�上中学校�
　　　　　足利市立協�和中学校�
　　　　　宇都宮市立�城山中学校�
　　　　　壬生町立南�犬飼中学校�
　　　　　大田原市立�大田原中学校�
　　　　　真岡市立真�岡東中学校�
　　　　　宇都宮市立�泉が丘中学校�

【全体会】�

11月21日�（水）�
【分科会】�

11月22日�（木）�

関　東�
甲信越�

栃木県�

【全体会】�石川県文教会館�
【分科会】�白山市立美川中学校�
　　　　　小松市立芦�城中学校�
　　　　　内灘町立内�灘中学校�
　　　　　金沢市立長�田中学校�

【全体会】�

10月18日�（木）�
【分科会】�

10月19日�（金）�

東　海�
北　陸�

石川県�

【全体会】�栗東芸術文化会館　さ�きら�
【分科会】�県内６会場�

【全体会・分科�会】�

11月30日�（金）�
近　畿� 滋賀県�

【全体会】�ライフパーク倉敷�
【分科会】�倉敷市立児島中学校�
　　　　　倉敷市立新�田中学校�
　　　　　倉敷市立北�中学校�
　　　　　倉敷市立玉�島西中学校�
　　　　　倉敷市立福�田南中学校�
　　　　　倉敷市立東�陽中学校�
　　　　　倉敷市立玉�島東中学校�
　　　　　岡山県立倉�敷天城中学校�

【全体会】�

11月1日�（木）�
【授業分科会】�

11月2日�（金）�

中　国�
四　国�

岡山県�

【全体会】�別府国際コ�ン�ベ�ン�シ�ョ�ン�セ�ン�タ�ー�ビ�ー�コ�ン�プ�ラ�ザ�
【分科会】�佐伯市立佐伯城南中学�校�
　　　　　豊後高田市�立高田中学校�
　　　　　別府市立山�の手中学校�
　　　　　大分市立明�野中学校�
　　　　　大分市立稙�田南中学校�
　　　　　日田市立北�部中学校�
　　　　　別府市立北�部中学校�
　　　　　大分市立上�野�ヶ�丘中学校�

【全体会】�

11月15日�（木）�
【分科会】�

11月16日�（金）�

九　州�
　�
　�
　�
　�
　�

大分県�
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★
★

★
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全国�大会�全国�大会�全国�大会�全国�大会�

平成24年度　全国研究大会情報�

※本大会のご案内は10月現在のものにつき，その後変更になる場合もございます。�

第49回　全国小学校家庭科教育研究会　全国大会　佐賀大会�

第51回　全日本中学校技術・家庭科研究大会�
第56回　九州地区技術・家庭科教育研究大会　大分大会�

（問い合わせ）�

（問い合わせ）�

（敬称略）�

※詳細は�
16ページを�
ご参照くだ�
さい。�

１．�
２．�
�
�
�
３．�
４．�
５．�

期　　日�
会　　場�
�
�
�
大会主題�
研究主題�
参 加 費�

平成24年11月8日（木）・9日（金） ［公開授業・分科会，全体会］�
【全体会】「佐賀市文化会館」中ホール（佐賀市日の出1-21-10）�
【分科会】〈第１会場〉神野小学校（佐賀市神野西二丁目4番8号）�
　  　　　〈第２会場〉若楠小学校（佐賀市若宮三丁目２番１号）�
　　　　  〈第３会場〉川上小学校（佐賀市大和町東山田1807番地１）�
「未来を創り出す豊かな心と確かな実践力」�
「生活を工夫する実践力を育てる家庭科教育」�
5,000円�
佐賀大会事務局　佐賀市立松梅小学校　田中 裕子�
〒840-0204 　佐賀県佐賀市大和町大字松瀬2075番地1�
TEL: 0952-63-0012　FAX: 0952-51-0002

１．�
２．�
�

期　　日�
会　　場�

３．�
４．�
�

研究主題�
参 加 費�

平成24年11月15日（木）・16日（金） ［公開授業・分科会，全体会］�
【全体会】別府国際コンベンションセンタービーコンプラザ�

図書紹介

　防災に関する図書をご紹介�

します。� 『災害時炊き出しマニュアル』�
特定非営利活動法人キャンパー，�
一般社団法人日本調理科学会[共著]�
価格　本体1,524円（＋税）�
東京法規出版，2012年�
�

一般社団法人日本家政学会　[編]�
価格　本体200円（＋税）�
一般社団法人日本家政学会，2012年�

『家政学からの提言  震災にそなえて』�

【分科会】�〈第１分科会〉佐伯市立佐伯城南中学校　〈第２分科会〉豊後高田市立高田中学校�
〈第３分科会〉別府市立山の手中学校　　〈第４分科会〉大分市立明野中学校�
〈第５分科会〉大分市立稙田南中学校　　〈第６分科会〉日田市立北部中学校�
〈第７分科会〉別府市立北部中学校　　　〈第８分科会〉大分市立上野ヶ丘中学校�

「『生活にいかせる力』を育む技術・家庭科教育のあり方」�
4,000円�
大分大会運営委員長　大分市立佐賀関中学校　高木 健一�
〒879-2201 大分市大字佐賀関2-115-2　TEL:097-552-3770　FAX:097-552-3250

大分大会事務局長　大分市立上野ヶ丘中学校　松本 邦夫�
〒870-0832大分市上野町4-5　TEL:097-543-1278　FAX:097-543-1270

小学校�

中学校�


